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―日本語学習者のほめの返答―
池 田 真希子
1．はじめに
「ほめ」は，積極的に同意したり，否定したり，或いはあいまいに答えたり，自画自
賛して笑いを誘うなど，さまざまな返答バリエーションがあるが，日本社会では，自分
の評価に関わらず「ほめ」を否定し，自画自賛を避けようとすることが好まれているよ
うに感じられる。日本人と接触して生活している外国人は，これをどのように受け止め，
表現しているのだろうか。また，日本語学習者から見た，日本語のほめの返答の特徴に
はどのようなものがあるのか。
本研究では，日本人と接触して生活している日本語学習者がどのように「ほめ」のや
りとりを受け止め，どのように表現しているかを調査する。
2．先行研究と課題
2．1 「ほめ」とは
「ほめ」の機能は，「社会関係を創造・維持し，社会的潤滑油としてはたらく」（Wolfson
1984），「話者と聞き手の連帯感を強化する」（Holmes1988）がある。小玉（1993）は，
ほめとは，あいさつのようないわゆる社交辞令のようなものではなく，基本的には自発
的にほめる何かを見つけ出す努力が必要だと考え，Holmes（1988）の定義に基づいて，
以下のように「ほめ」を定義した。
「ほめ」とは，話し手が話し手以外の人の持っている，話し手と聞き手の双方が
価値を認めるなにか（例えば，持ち物，性格，技術など）を自発的に見つけだし，
それに対して明示的あるいは暗示的に「良い」と認める行為であり，結果的には
人間関係の潤滑油として機能すべきものである。（p.24）
本研究では，小玉（1993）の定義を採用する。
東京女子大学言語文化研究（Studies in Language and Culture)17(2008）pp.1-15
― 1―
2．2 「ほめ」の返答
横田（1985）は，日本語とアメリカ英語による，ほめられた時の返答の違いを調べた。
調査対象者を①英語を母語とするアメリカ人（AE），②日本語を母語とする日本人（JJ），
③日本語を学習しているアメリカ人（AJ）の３つのグループに分け，アンケートによっ
て得られたほめの返答を，肯定，回避，否定の３つに分類した。アンケートでは，ほめ
られる状況を同性同年代の友人間のものに限定した。その結果，英語母語話者（AE）は
肯定の返答が圧倒的に多く，否定の返答が少なかった。これに対し日本語学習者（AJ）
は，日本語母語話者（JJ）よりも否定の返答が多いことがわかった。日本語学習者には，
日本語では否定の返答をするべきだという考えがあり，「直し過ぎ」が起こったのではな
いかと考察された。このことから，日本語を学習しているアメリカ人には，母語からの
社会言語学的転移のひとつである pragmatic transfer―「言語がどのように使われるか
に関する知識の転移」（p.204）は見られないと結論づけられた。Pragmatic transferと
は，母語の社会文化的伝達能力（sociocultural competence）を，話者が第二言語で発揮
しようとする機能のことである（Beebe他1990）。
2．3 課題
横田（1985）は，ほめの返答比較を行った点，pragmatic transferに焦点を当てた点
で興味深い。しかし，日本語学習者は，相手が変わった場合でも，同じような言語行動
を取るのだろうか。
日本語学習者が日本人と接触しながら生活している場合，彼らは日本語という言語学
習にとどまらず，日本人はどんな思考性をもっているのか，どんな行動をするのかなど
の「文法外のコミュニケーション」（ネウストプニー1982 p.84）も同時に学んでいる。
ネウストプニ （ー1995 p.11）は，コミュニケーションは，それ自体が目標なのではなく，
社会・文化，社会・経済的なインターアクションの手段にすぎないとし，社会文化能力
（インターアクションの能力），社会言語能力（コミュニケーションを行う能力），言語
能力の三つの能力を組み合わせて，「ジャパン・リテラシー」という日本語教育の枠組み
を提唱した。この「リテラシー」とは，「何かを理解し，その理解を行動のために使いう
る」という意味で使われている。
ファン（2007）は，日本で生活している多言語使用者がジャパン・リテラシーをどの
ように活用しているかを調査した。その結果，毎年必ず親戚や知り合いに年賀状を出す
人や，逆に日本人のビジネス相手や友人から年賀状をもらっても自ら出さないことにし
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ている人（日本の社会文化知識），日本人とは必ず「よろしくお願いします」という初対
面のあいさつをするが，ほかの外国人とは日本語で話していてもあまり言わない人（日
本の社会言語知識）や，知り合いの外国人とは英語が一番通じるが，日本に住んでいる
ので日本語で話しかけるようにし，文法や発音などは気にしていないこと（日本語の知
識）などが紹介されている。
このように，日本で生活している外国人は，さまざまなジャパン・リテラシーを活用
していることがわかる。このジャパン・リテラシーの枠組みに，「ほめ」をあてはめて考
えると，日本語学習者がほめられた時，相手によっていろいろな配慮をしながら返答し
ているのではないか。同じようにほめられたシチュエーションでも，それが日本語母語
話者なのか，それ以外の人が相手なのかによって，返答は違ってくるのではないか。日
本語母語話者が相手の時は，否定やあいまいな返答が多いのではないかと予想される。
一方，日本語学習者間のやりとりで出てくるほめの返答表現は，日本での「規範意識」
とは違った，それぞれの社会の「言語的規範意識」（Fan2003）を見つけ出すことが期待
できる。つまり，日本語学習者が「日本ではあいまいな返答や否定をするのが好ましく
思われるだろう」と考えていても，日本語学習者同士の会話では，その「規範」を外し
た返答をするかもしれない。その場合，否定やあいまいな返答が少なくなるのではない
か。
3．調査
3．1 調査の目的
本研究では，日本語学習者のほめの返答が，日本語母語話者との会話と，日本語学習
者同士の会話の中でどのような違いが表れるか比較し，「ほめ」におけるジャパン・リテ
ラシーを考察する。そして，ジャパン・リテラシーを研究することにより，日本語学習
者の視点から見た日本語の「ほめ」を捉える。
3．2 調査方法
２人１組のペアを作り，会話を録音し，その中からほめの会話を取り出した。ほめの
会話が起こるよう，「ペアの人と仲良く話してください」というタスクを与え，20分自由
に会話してもらった。会話のトピックをあらかじめ提示し，話したいものを選んでもらっ
た。トピックは，（丸山1996）の「ほめの対象となる事柄」をベースに，所持品・外見，
趣味，家族のこと，ペットのこと，がんばっていること，週末のこと，日本のこと，そ
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のほかペアの人と話したいこと（何でもよい）を用意した。ほめの調査ということは明
かさずに，録音した。
3．3 調査対象
東京都内の日本語学校２校，大学２校に在籍する学生に録音調査を依頼した。日本語
学習者の国籍は問わないが，20代前半の女性，日本語能力の中級～上級を対象者とする
ことにした。その結果，調査協力者総数は34名，うち日本語学習者27名，日本語母語話
者７名，さらに筆者１名が参加した。調査対象者の内訳は，以下表１の通りである。
表１ 調査対象者リスト
国 日本語学習歴 日本滞在年数 日本人と話す頻度 日本人と話す場
A 中国 - １年３ヶ月 - -
B タイ - １年９ヶ月 - -
C 韓国 - １年３ヶ月 - -
D 韓国 - １年３ヶ月 - -
E 韓国 - １年３ヶ月 - -
F 韓国 - １年３ヶ月 - -
I2 ルクセンブルク - １年 毎日～１週間に５回 合気道
G 日本 - - - -
H 中国 ４年 ５年半 毎日～１週間に５回 a，b
 
I 韓国 ４年 ６ヶ月 １週間に１～４回 a，b
 
J 韓国 ４年 ６ヶ月 毎日～１週間に５回 A
 
K 日本 - - - -
L 日本（筆者） - - - -
M 中国 ２年 ２年 毎日～１週間に５回 b，c，彼氏
N 中国 ２年 ２年 毎日～１週間に５回 a，b，c
 
O 韓国 ７年 ４年２ヶ月 毎日～１週間に５回 a，b
 
P 韓国 ６年 ５年 毎日～１週間に５回 a，b
 
R 日本 - - - -
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T 日本 - - - -
U 韓国 ６年 ４年６ヶ月 １週間に１～４回 a，b，c
 
V 日本 - ４年６ヶ月 - -
W 中国 ４年６ヶ月 4年 毎日～１週間に５回 a，b
 
X 韓国 ６年 ５年 - -
Y 日本 - - １週間に１～４回 a，b
 
A2 日本 - - - -
B2 韓国 ２年６ヶ月 ２年６ヶ月 毎日～１週間に５回 A
 
C2 韓国 ４年 ８ヶ月 毎日～１週間に５回 a，b
 
D2 韓国 ６年２ヶ月 ５年８ヶ月 １週間に１～４回 B
 
E2 韓国 ５年 ５年 １週間に１～４回 B
 
F2 韓国 11ヶ月 11ヶ月 毎日～１週間に５回 a，b
 
G2 韓国 11ヶ月 11ヶ月 毎日～１週間に５回 C
 
H2 韓国 - 11ヶ月 １ヶ月に１～３回 b
?１ 日本人と話す場…ａ．仕事・アルバイト ｂ．友達，ｃ．学校
?２ 日本語学習歴は，来日する以前に学習していた期間を含む。
?３ ハイフン「-」は不明。
日本語学習者同士の会話10ペア，日本語学習者と日本語母語話者の会話10ペアのデー
タが集まった。なお，日本語学習者同士の会話，日本語学習者と日本語母語話者の会話
の両グループの会話録音に参加した日本語学習者は，６名いる。日本語母語話者日本語
学習者同士の全10ペアは，学校でよく話す，もしくは何でも話せる友達の関係である。
日本語学習者と日本語母語話者の全10ペアのうち，初対面５ペア，時々話す間柄３ペア，
何でも話せる間柄２ペアで構成されている。
調査対象者を20代女性とすることにしたのは，男女でのほめる頻度に差が見られるこ
と（Holmes1988，平田1990），地位の上下関係は，ほめが起こりにくいこと（平田1990，
丸山1996）を考慮したためである。また，男女間や上下関係でのほめは，本研究で扱う
「ほめ」の定義から外れ，別の意図が介入する「ほめ」が起こる可能性（平田1990）も
ある。
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3．4 分析方法
「ほめ」の返答は，肯定，否定，保留（回避）の３カテゴリーに分類して分析した先
行研究が多く見られる（Holmes1986）（横田1985）（平田1990）（寺尾1996）。しかし，鈴
木（2002）は肯定，否定，保留（回避）の３カテゴリーの境界は必ずしも明確なもので
はないとし，肯定，否定，保留（回避）という３カテゴリーを対立させるのではなく，
受容レベル順に「受容╱保留・中立・曖昧・回避╱拒絶」と並べた17カテゴリーを提示
した。本研究では，鈴木（2002）の17返答カテゴリーを基に，以下のような返答カテゴ
リーに分類する。返答カテゴリー番号が小さいほど，ほめの受容度は高く，番号が大き
くなるにつれてほめの受容度は低くなる。
＜返答カテゴリー＞
①同意
②感謝，喜び
③情報コメント付加（肯定的コメント）
④達成・獲得努力表出
⑤控えめな同意
⑥ほめ返し（ほめを肯定した上で）
⑦他者（人物・物）へのほめそらし
⑧保留・確認・納得
⑨情報的コメント付加（中立コメント）
⑩的確さへの疑問と格付け：ほめられた表現を言い換えて中立的な表現にする
?同コンテクスト内における話題転換（相手に話題を振る）
?冗談
?意図への疑い
?無視・コンテクストのそらし
?情報コメント付加（否定的コメント）
?比較・低評価
?ほめの否定
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4．調査結果
4．1 ほめの返答の分類
日本語学習者同士の10ペア，日本語学習者と日本語母語話者の10ペアの会話を録音し，
その中から，ほめとその返答を取り出し，17の返答カテゴリーに分類し，グラフにまと
めた。
4．1．1 日本語学習者同士の会話
図１は，日本語学習者同士10ペアのほめの返答を分類した結果である。全部で28のほ
めの返答データが収集できた。ほめの返答は，⑧保留・確認・納得が最も多かった（８
回）。ほめの受容度の観点から見ると，肯定側，否定側に，ほぼ均等に分布している。10
ペア中３ペアは，ほめの会話が全く採集されなかった。日本語学習者同士のペアには，
初対面のペアがなく，全ペアともにペア同士の人間関係ができているため，ほめの会話
がなくても会話が成り立っており，仲良く話すというタスクは達成されていた。
4．1．2 日本語学習者と日本語母語話者の会話
図２は，日本語学習者と日本語母語話者10ペアのほめの返答を分類した結果である。
― 7―
全部で49のほめの返答データが収集できた。ほめの返答は，?否定的情報・コメント付
加が最も多かった（15回）。次に多かったのは，⑧保留・確認・納得（８回）であった。
ほめの会話が全く採集されなかったのは，10ペア中１ペアであった。ほめの会話が収集
されなかったペアの関係はよく話す間柄で，ほめの会話がなくても会話が成り立ってお
り，仲良く話すというタスクは達成されていた。
この集計データから，さらに日本語学習者と日本語母語話者を分けてグラフにした。
図３は，日本語学習者のほめの返答，図４は日本語母語話者のほめの返答のグラフであ
る。
日本語学習者がほめられたのは10ペア中８人，ほめられた回数は36回であった。それ
に対し，日本語母語話者がほめられたのは10ペア中３人，ほめられた回数は13回であり，
日本語母語話者は日本語学習者の約３分の１しかほめられていない。日本語母語話者と
日本語学習者の会話では，日本語母語話者がほめる側，日本語学習者がほめられる側と
いう状況が多く，その逆はあまり見られなかった。
図３，図４のほめの返答分布を見ると，日本語学習者は，?否定的情報・コメント付
加が最も多く（14回），全体的に否定側の返答が多い。一方，日本語母語話者は，⑧保留・
確認・納得が最も多かった（７回）。ただし，この７回は，１ペアのみの会話から採集さ
れたものである。このペアは，他のペアと異なり日本語学習者のほめが多かった（８回）
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ため，日本語母語話者のほめの返答回数が多くなったと考えられる。
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4．2 フォローアップインタビュー
録音調査に参加してもらった調査対象者のうち，７人（I韓国，J韓国，O韓国，P韓
国，U韓国，X韓国，W 中国）にフォローアップインタビューをし，母国と日本でのほ
めとその返答の違い，日本語母語話者のほめの返答の特徴，どのような配慮をして返答
をしているかなどを聞いた。得られた回答すべてを，項目ごとにまとめた。
4．2．1 ほめの返答の特徴比較
調査対象者に，母国と日本それぞれについて，日頃どのようにほめの返答をしている
かを聞き，回答があったものについてまとめた。
【回答１：I韓国】自分の国で，もし「かわいいね」と言われたら，「そうだよね。私も
そう思う。」「私もこういう点がいいと思う。」「全然違うよ。」と返答するが，日本では
「ありがとう」「すいません」をたくさん使う。日本人は，ほめられると恥ずかしがっ
て「そんなことないよ」など謙遜する。日本人は恥ずかしがり屋だと思う。
【回答２：O韓国】日本人は，ほめられると恥ずかしがったり，「本当に?」「そんなこ
とないよ」など否定，謙遜したりする。恥ずかしいのはわかるが，自分は否定するよ
り「ありがとう」と答えるようにしている。
【回答３：P韓国】日本の大学に入って，日本人の友達ができた時，日本では何度もかわ
いい―ありがとう―かわいい（繰り返し）のように，すごくほめてくる（ほめる頻度
が高い）が，韓国ではあまりほめられないので戸惑い，留学生たちとどう返事したら
いいかを話し合った。留学生の皆もわからなくて，留学生の先生に聞き，「ありがとう」
などと返答するといいと聞いた。しかし，何度もほめられた時どう返したらいいか，
いまだに自信がない。日本人に対する接し方をここで学んだので，自分のほめ方やそ
の返答はだんだん似てきていると思う。
【回答４：U韓国】韓国人や中国人はあまりほめないから，ほめられた時はそのまま素
直に受け取るけれど，日本人はよく互いにほめる。その中には，それほど思っていな
くてもほめる人がいるため，会話をしながら相手の真意を確認しているのではないか。
「本当?」は良いが，「うそ?」は傷ついた。うそじゃないのに。ほめられた時に「本
当?」はあるけれど，「うそ?」という表現は韓国にない。韓国なら，ほめられて「で
しょう?」と答えていたが，今は「いやいや，そんなことないです」と答える。意識
しないうちに，同化されていたのだと思う。日本人はちょっとした変化を見て，すぐ
「かわいい髪切った?」と言う。韓国なら，「変わった」「髪切った?」だけ。日本に
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来たばかりの頃は，たくさんほめてもらって，申し訳なかった。でも今は，本当にそ
う思っているか，思ってないかを判断するようになった。
【回答５：W 中国】ほめられた時に「本当?」はあるけれど，「うそ?」という表現は自
分の国にない。日本独特の表現だと思う。自分も日本人に「本当?」と言うようになっ
ていた。
【回答６：X韓国】韓国で，どう返答していたかわからない。考えたことがない。韓国
人同士では，ほめるよりもけなす方が仲良くなれる。日本人は，ことばを本気で（そ
のまま）受けることが多いと思う。日本人はほめ合う傾向があり，お互い一つずつほ
め合うのがおもしろい。（例：一つのことに「かわいい」―「かわいい」，「すごい」―「す
ごい」と言い合う。）
以上の回答を母国での返答，日本での返答に分けると，以下のようにまとめることが
できる。
＜母国での返答＞
①ほめられたことに同意するときは肯定し，同意しないときは否定する。
例：「私もそう思う」「そうだよね」「そうでしょ」「全然違うよ」
（I，J，P，U韓国）
②恥ずかしいので，理由を説明する。
例：「安かったから」 （W 中国）
③わからない。思い出せない。 （X韓国）
＜日本での返答＞
④「ありがとう」と返答する。 （I，O，P韓国）
⑤「すいません」と返答する。 （I韓国）
⑥「いやいや，そんなことないです。」と返答する。 （U韓国）
⑦「本当?」と聞く。 （W 中国）
調査対象者のほめの返答は，母国と日本で大きく異なっていることがわかった。母国で
の返答では，①ほめられたことに対し自分自身の評価によって肯定，否定の返答をして
いるが，日本での返答では④「ありがとう」，⑤「すいません」，⑥「いやいや，そんな
ことないです」と自分の評価に関係なく返答していることがわかる（回答１，３，４ I）。
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一方，【回答12】のように母国でも日本でも，ほめられると恥ずかしいので理由を説明
するが，日本では日本語母語話者のように⑦「本当?」と聞き返すそうだ。また（X韓
国）のように，日頃どのようにほめの返答をしているか③思い出すことができず，普段
ほめの返答を意識していない日本語学習者がいることもわかった【回答６】。
4．2．2 日本人への返答の際に配慮していること―ジャパンリテラシー
調査対象者に，日本語母語話者へのほめの返答をする際に配慮していることがあるか
聞き，回答があったものをまとめた。
①謙虚に対応する。 （I韓国）
②相手のほめの意図に合わせようとする。 （P韓国）
③日本人のように「いやいや，」と返答する。 （U韓国）
①謙虚に対応しようという配慮は，（I韓国）が日本で学んだ「他の人には迷惑をかけ
てはいけない」「遠慮をする」という日本人の行動によるものである。韓国語には「迷惑」
にぴったりのことばはなく，日本に来るまで考えたことがなかったそうだ。②相手のほ
めの意図に合わせようとするのは，母語とは違ってちょっとしたニュアンスが表現でき
ず，ほめた人がどう感じるか自信がないため，相手が認めて欲しいのか，否定して欲し
いのかを考え，意図に合わせたいと考えているからである（P韓国）。③日本人のように
「いやいや，」と返答するのは，日本人はそれほど思っていないことでもほめてくるので，
自分も日本人のように「いやいや･･･」と言って，それで終わりにすればいいと思ってい
る（U韓国）。
5．考察
録音調査から，日本人と接触して生活している日本語学習者が，日本語母語話者のほ
めに対して否定的コメントをすることが多いという結果が得られたが（p.9図３），それは
以下の二点が関係していると考えられる。
①本人母語話者がよく否定をしたり，謙虚な返答をしたりしていることを意識的・無意
識的に感じ取って，同じように返答しようとしている。
②日本語母語話者のほめが多い。
①は，フォローアップインタビューで多数聞かれた。また，今回のインタビューでは聞
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かれなかったが，日本人は謙虚な返答を好むという教育を受けたという可能性も考えら
れる。②は，録音調査での日本語学習者同士と日本語母語話者の会話の，ほめる回数の
比率が１：３（日本語学習者：日本語母語話者）であった。日本語学習者が評価できな
い事柄について日本語母語話者が評価し，ほめた時に否定的情報・コメントや否定の返
答がよく起こった。フォローアップインタビューにおいても，「自分自身では全く評価し
ていないことでも，日本語母語話者がほめてくること」や，「自分と違うところをすぐほ
めてくる」という意見を複数聞いた。自分自身が評価していないことを多くほめられた
結果，否定的返答が多かったのではないかと思われる。
日本語学習者同士の場合は，保留・確認・納得の返答，特に確認の返答が多かった。
保留・確認・納得の中でも，日本語母語話者との会話のように，否定したり謙虚な返答
をしたりしているのではなく，自分の評価と合えば同意し，異なれば否定をしていたた
め，肯定・中立・否定にほぼ均等に分布されたのだと思われる。
また，日本語学習者同士の会話は，「規範」にとらわれず，より自由な表現をするので
はないかと仮説を立てたが，ほめるのではなく，けなすことで「ペアの人と仲良く話す」
を達成したペアが10ペア中６ペアあり，注目に値する。ただし，日本語学習者同士に初
対面のペアがなかったのに対し，日本語学習者と日本語母語話者のペアは初対面が５ペ
アいるので，比較することは出来なかった。
6．おわりに
本研究は，日本人と接触して生活している日本語学習者が，日本語母語話者と会話し
ている時と，日本語学習者同士で会話している時のほめの返答比較を行い，どのような
ジャパン・リテラシーを活用しているのか，つまりほめの返答についてどのような配慮
をしているのかを調べた。その結果，日本語母語話者に対して否定的情報・コメント付
加が多く，日本語学習者同士の場合は，保留・確認・納得の返答が多いという結果だっ
た。日本語学習者同士の場合は，自分自身への評価に基づいた返答を多くしていること
がわかった。それに対し，日本語母語話者との会話においては，日本語学習者は意識的・
無意識的に日本語母語話者のように否定の返答をしようとしたり，日本語母語話者に誤
解を招かないよう配慮したりしていることがわかった。よって，日本人と接触する日本
語学習者は，「pragmatic transferが見られない」（横田1985）のではなく，ジャパン・
リテラシーを活用し，相手によって返答を変えていることがわかった。
本研究の録音データは20代女性に限定，10ペアごとの比較であり，調査協力者である
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日本語学習者の国籍にバランスを欠いていることから，十分なデータとは言い難い。よ
り多くの調査対象者のジャパン・リテラシーを調べること，また親疎関係を一定にし，
「ほめる」・「けなす」を比較研究することが今後の課題である。
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Abstract
 
The purpose of this paper is to study the compliment responses of Japanese learners in
 
Japan,and to compare their compliment responses when speaking with Japanese native
 
speakers and other Japanese learners.My research has targeted women in their early20s
 
who are students at Japanese language schools and universities in Tokyo.
The compliment responses were classified into 17categories, as devised by Suzuki
(2002).The results are as follows.
1)Compliment responses to native speakers were mainly additions of negative infor-
mation and comments,while compliment responses to Japanese learners mainly follow the
 
pattern of suspension,confirmation,and satisfaction.
2) Japanese learners are confused at first,because native speakers often compliment
 
them. Japanese learners get used to such utterances through their acquisition of some
‘Japan literacy.’
3)Many Japanese learners not only compliment but also criticize other Japanese
 
learners,to build better relationships with them.
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